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【
早
春
の
舟
か
く
し
】

　
檀
ノ
浦
を
訪
ね
ま
し
た
。

　「
菊
王
丸
の
墓
」か
ら「
安
德
天
皇
社
」辺
り
を
の
ん
び
り
と
歩
き
、庵
治
の「
舟
か
く
し
」ま
で
来
た
時
、

日
が
沈
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
海
と
夕
日
を
眺
め
て
い
ま
す
と
、源
平
古
戦
場
の
武
人
の
声
が
、聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
早

春
の
一
日
で
し
た
。

                                                                                              

（
童
絵
と
文
　
池
原
昭
治
）
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応募締め切り 2020年2月29日必着
（当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。）ク

イ
ズ

　サンポート高松に整備を計
画している新県立体育館の
収容人数は最大約何人でしょ
う？（ヒントは5ページ）

5千人
1万人
1万5千人

①
②
③
12月号  答え ① コイサポ

応募総数 783通

応
　
募
　
先

〒760－8570（住所は不要です）　
香川県広聴広報課「かがわの県産品プレゼント2月号」係　

検　索香川県広報誌プレゼント

応
　
募
　
先

は  が  き

インターネット
（2月1日～29日）

https://s-kantan.jp/pref-kagawa-u/
※従来型の携帯電話からは応募できません。
※QRコード読み取りエラーの場合は、
　上記のURLへアクセスしてください。
kohosi_present@pref.kagawa.lg.jpＥメール

ご応募いただいた皆さんの個人情報は、賞品の発送のみに使用し、第三者へ開示・
提供することはありません。

希望する商品（AまたはB）（必須）・クイズの答え・広報誌の感想（必須）・住所・
氏名・年齢・電話番号をはがき・メールに書いて下記まで。

　香川県オリジナル品種「さぬ
きひめ」は、甘さはもちろん、果
汁たっぷりで爽やかかつ上品
な味わい。一口食べると豊かで
深みのある香りが口いっぱい
に広がります。大きく、まるま

るっとしたかわいい形の果実は、人気の逸品です。
　この機会に、ご賞味いただき、県内外の友人、知人の
方にお薦めください。
＜問い合わせ先＞　農業生産流通課　☎087－832－3417

今月のプレゼント
　2019年度第47回全国醤油品
評会において「うすくち」の品
種で正金醤油株式会社が食糧
産業局長賞、金大醤油株式会社
が優秀賞を「さいしこみ」の品
種で株式会社高橋商店が優秀
賞を受賞しました。伝統の味
を、ぜひご賞味ください。

※上記3種の中から1種をお送りします。
＜問い合わせ先＞   産業技術センター発酵食品研究所
　　　　　　　　　☎0879－82－0032

　　

A ： 全国醤油品評会受賞しょうゆ×12人
B ： さぬき讃フルーツ・いちご「さぬきひめ」×5人

検　索さぬき讃フルーツ

BA

しょうゆ

しょうきん

きんだい
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②「誰もが安心して暮らし、活躍できる香川を
創る」では、人口の自然減を年間6千人程度
に抑えるよう、災害に強い県土づくりや交通
事故抑止はもとより、子育て環境の充実に力
を注ぎ、企業の働き方改革の後押しや、待機
児童の解消、児童虐待防止対策をはじめとし
た困難な環境にある子どもや家庭への支援
などに取り組みます。
③「活力ある香川であり続けるための元気を
創る」では、県外観光客数が990万人に増加
するよう、アート、文化、景色、県産品など多彩
な分野での国内外に向けた情報発信や瀬戸
内国際芸術祭の開催のほか、夜型観光の推
進やスポーツを生かした地域活性化などに取
り組みます。
④「人口減少に備えた持続可能な都市と地
域を創る」では、県と市町の連携施策数につ
いて、5年間で5施策以上拡大することを目標
とするほか、地域課題の解決に向けた関係人
口の創出・拡大などに取り組みます。

　現在、2020年度から５年間の人
口減少対策や地域活性化の道しる
べとなる「第2期かがわ創生総合戦

略」の策定と、その前提となる人口の将来展望
を示す「かがわ人口ビジョン」の改訂を有識者、
県議会、県民の皆さまのご意見をお聴きしな
がら進めています。
　人口ビジョンの改訂では、最新データに基づ
く本県の将来推計人口によると、現状のまま何
ら対策を講じなければ、2060年に約66万人ま
で減少します（図中㋐）が、合計特殊出生率が
上昇し、2024年以降、毎年１千人の社会増を
続けることにより、現在の目標よりも１万人多い
「2060年に人口約77万人を維持する」ことを
目指します（図中㋑）。これにより人口構造が安
定し、次の世紀には人口増社会を展望するこ
とができます。
　これを踏まえ、第2期総合戦略は、4つの基
本目標ごとに2024年の数値目標を定め、以下
のようなさまざまな施策に取り組みます。
①「香川への人の流れを創る」では、年間1千人
の社会増を実現するよう、特に若年層に力点を
置き、情報通信関連産業の育成・誘致などによ
り若者に魅力のある働く場を創出するほか、魅
力ある大学づくりや先端技術の活用支援、外国
人材の受け入れ・共生などに取り組みます。
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大
規
模
災
害
や
多
く
の
傷
病
者
が

発
生
し
た
事
故
の
際
に
、
現
場
で

活
動
で
き
る
専
門
的
な
訓
練
を
受

け
た
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
「
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
県

内
の
み
で
災
害
医
療
活
動
を
行
う

「
香
川
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
の
隊
員
も
養
成
。

災
害
時
に
も
医
療
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
毎
年
防
災
訓
練
や
災
害
に
関

す
る
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
病
院
は
、
2
0
1
5
年
か

ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
「
大
動

脈
弁
手
術
（
T
A
V
I
）」
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
開
胸
や
開
腹
手

術
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
年
齢
や

体
力
、
合
併
症
な
ど
で
手
術
を
断

念
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、Ｔ

Ａ
Ｖ
Ｉ
で
は
患
者
への
負
担
が
少
な
い

治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
治
療

実
績
も
１
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　
不
整
脈
の
原
因
と
な
る
部
位
を

焼
い
て
消
滅
さ
せ
る
「
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
」、
動
脈

硬
化
で
冠
動
脈
が
閉
鎖
し
て
い
る

部
位
を
拡
張
し
て
血
流
を
改
善
さ

せ
る
「
冠
動
脈
形
成
術
」
な
ど
心

臓
を
切
ら
ず
に
行
う
手
術
を
積
極

的
に
行
い
、
治
療
件
数
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
で
す
。
他
の

医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
救
急

患
者
や
重
症
患
者
に
、
中
央
病
院

で
し
っ
か
り
と
し
た
治
療
を
提
供

し
、
そ
の
後
は
地
域
の
病
院
に
逆

紹
介
し
て
治
療
す
る
と
い
う
連
携

を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
か
が

重
要
で
す
。

　
今
後
は
、
入
院
前
の
各
種
情
報

の
提
供
や
、
退
院
後
の
地
元
医
療

機
関
へ
の
紹
介
な
ど
、
治
療
前
と

退
院
後
の
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

セ
ン
タ
ー
を
病
院
内
に
開
設
す
る

予
定
で
す
。

　
「
医
療
改
革
が
本
格
的
に
な
り
、

機
能
分
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
救

急
患
者
や
重
症
患
者
に
対
応
す
る

役
割
を
当
院
は
し
っ
か
り
果
た
し

て
い
き
た
い
」
と
河
内
正
光
院
長
。

　
県
民
や
地
域
の
医
療
機
関
に
信

頼
さ
れ
る
県
の
中
核
病
院
と
し
て
、

先
進
的
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

肺
が
ん
に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
ま

す
。
放
射
線
治
療
で
は
、
患
部
に

精
密
な
照
射
が
で
き
る
強
度
変
調

放
射
線
治
療
装
置
を
導
入
し
、
治

療
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
方
針
に
つ
い

て
は
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
化

学
療
法
に
関
わ
る
専
門
医
師
が
集

ま
っ
て
意
見
交
換
を
行
い
、
患
者

の
状
態
を
多
角
的
に
分
析
し
最
適

な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
上

公
宏
副
院
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
が

ん
治
療
は
医
師
だ
け
で
な
く
、
看

護
師
や
薬
剤
師
な
ど
各
種
専
門
技

師
（
士
）
が
意
見
を
出
し
、
患
者

一
人
一
人
に
合
っ
た
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
」
と
チ
ー
ム
医
療
の
重

要
性
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
県
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救
急

対
応
の
重
症
患
者
を
中
心
に
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に

Ｈ
Ｃ
Ｕ（
高
度
治
療
室
）を
開
設
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）
と
使
い
分

け
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
体
制
が

よ
り
充
実
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｔ
や
透
視

室
な
ど
の
放
射
線
診
断
装
置
を
完

備
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で

は
、
診
断
し
な
が
ら
手
術
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
瀬
戸
内
海
の
島
か
ら
運
ば
れ
て

く
る
救
急
患
者
に
対
応
す
る
た
め

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
。
現
在
は

小
豆
島
を
中
心
に
多
く
の
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
県
内
唯
一

の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
1
位

は
が
ん
。
2
人
に
1
人
が
一
生
の

う
ち
の
ど
こ
か
で
か
か
り
、
3
人

に
1
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
中

央
病
院
は
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と

し
て
、
治
療
だ
け
で
な
く
、
検
診
、

診
断
、
緩
和
的
治
療
ま
で
、
診
療

の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
最
新
の

技
術
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
、

病
院
移
転
後
の
が
ん
患
者
登
録
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
8
月
に
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
外
来
」
と
「
が
ん

遺
伝
相
談
外
来
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
、
が

ん
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
遺
伝
子

を
見
つ
け
出
し
、
よ
り
適
し
た
治

療
薬
の
情
報
を
提
供
す
る
次
世
代

の
が
ん
医
療
で
す
。
同
年
10
月
に

は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
四
国
の
自

治
体
病
院
と
し
て
は
初
め
て
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
に
は
緩
和
ケ
ア

病
棟
が
全
面
稼
働
し
ま
し
た
。
病

床
数
も
２
床
か
ら
15
床
に
増
加
し
、

一
人
一
人
の
患
者
に
、
よ
り
手
厚

く
治
療
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
他

の
病
院
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
も

受
け
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
が
ん
治
療
の
３
本
柱
で
あ
る
、

手
術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療

も
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、
こ
れ
ま

で
前
立
腺
が
ん
の
み
で
し
た
が
、

新
た
に
中
央
病
院
で
も
保
険
適
用

と
な
っ
た
直
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、

　

次
世
代
の
が
ん
治
療

災
害
時
に
も
万
全
の
体
制

　２０１４年３月に高松市朝日町へ新築移転してから６年。香川県立中央病院は、年間に５千
件を超える手術を行い、救急車やヘリで３千人を超える患者を受け入れる本県の中核病
院です。安全・安心な医療を提供し、県民や県内医療機関から信頼される病院を目指し、
地域医療の充実、向上に取り組んできました。県内唯一の感染症病棟や、ＨＣＵ（高度治
療室）の開設、診療科の枠を超えたチーム医療の推進など、先進的な医療を導入。「県民
医療最後のとりで」として、地域と連携し、最適・最善・最新の医療を提供していきます。

特集
県立中央病院

先進的医療の今

がん、救急、心臓 重点に

放射線治療

防災訓練
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な
ど
で
手
術
を
断

念
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、Ｔ

Ａ
Ｖ
Ｉ
で
は
患
者
への
負
担
が
少
な
い

治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
治
療

実
績
も
１
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。

　
不
整
脈
の
原
因
と
な
る
部
位
を

焼
い
て
消
滅
さ
せ
る
「
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
」、
動
脈

硬
化
で
冠
動
脈
が
閉
鎖
し
て
い
る

部
位
を
拡
張
し
て
血
流
を
改
善
さ

せ
る
「
冠
動
脈
形
成
術
」
な
ど
心

臓
を
切
ら
ず
に
行
う
手
術
を
積
極

的
に
行
い
、
治
療
件
数
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
で
す
。
他
の

医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
救
急

患
者
や
重
症
患
者
に
、
中
央
病
院

で
し
っ
か
り
と
し
た
治
療
を
提
供

し
、
そ
の
後
は
地
域
の
病
院
に
逆

紹
介
し
て
治
療
す
る
と
い
う
連
携

を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
か
が

重
要
で
す
。

　
今
後
は
、
入
院
前
の
各
種
情
報

の
提
供
や
、
退
院
後
の
地
元
医
療

機
関
へ
の
紹
介
な
ど
、
治
療
前
と

退
院
後
の
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

セ
ン
タ
ー
を
病
院
内
に
開
設
す
る

予
定
で
す
。

　
「
医
療
改
革
が
本
格
的
に
な
り
、

機
能
分
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
救

急
患
者
や
重
症
患
者
に
対
応
す
る

役
割
を
当
院
は
し
っ
か
り
果
た
し

て
い
き
た
い
」
と
河
内
正
光
院
長
。

　
県
民
や
地
域
の
医
療
機
関
に
信

頼
さ
れ
る
県
の
中
核
病
院
と
し
て
、

先
進
的
な
医
療
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

肺
が
ん
に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
ま

す
。
放
射
線
治
療
で
は
、
患
部
に

精
密
な
照
射
が
で
き
る
強
度
変
調

放
射
線
治
療
装
置
を
導
入
し
、
治

療
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
方
針
に
つ
い

て
は
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
化

学
療
法
に
関
わ
る
専
門
医
師
が
集

ま
っ
て
意
見
交
換
を
行
い
、
患
者

の
状
態
を
多
角
的
に
分
析
し
最
適

な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
上

公
宏
副
院
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
が

ん
治
療
は
医
師
だ
け
で
な
く
、
看

護
師
や
薬
剤
師
な
ど
各
種
専
門
技

師
（
士
）
が
意
見
を
出
し
、
患
者

一
人
一
人
に
合
っ
た
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
」
と
チ
ー
ム
医
療
の
重

要
性
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
県
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救
急

対
応
の
重
症
患
者
を
中
心
に
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に

Ｈ
Ｃ
Ｕ（
高
度
治
療
室
）を
開
設
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）
と
使
い
分

け
る
こ
と
で
、
受
け
入
れ
体
制
が

よ
り
充
実
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｔ
や
透
視

室
な
ど
の
放
射
線
診
断
装
置
を
完

備
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で

は
、
診
断
し
な
が
ら
手
術
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
瀬
戸
内
海
の
島
か
ら
運
ば
れ
て

く
る
救
急
患
者
に
対
応
す
る
た
め

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
。
現
在
は

小
豆
島
を
中
心
に
多
く
の
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
県
内
唯
一

の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
1
位

は
が
ん
。
2
人
に
1
人
が
一
生
の

う
ち
の
ど
こ
か
で
か
か
り
、
3
人

に
1
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
中

央
病
院
は
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と

し
て
、
治
療
だ
け
で
な
く
、
検
診
、

診
断
、
緩
和
的
治
療
ま
で
、
診
療

の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
最
新
の

技
術
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
、

病
院
移
転
後
の
が
ん
患
者
登
録
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
8
月
に
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
外
来
」
と
「
が
ん

遺
伝
相
談
外
来
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
、
が

ん
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
遺
伝
子

を
見
つ
け
出
し
、
よ
り
適
し
た
治

療
薬
の
情
報
を
提
供
す
る
次
世
代

の
が
ん
医
療
で
す
。
同
年
10
月
に

は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
四
国
の
自

治
体
病
院
と
し
て
は
初
め
て
「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
に
は
緩
和
ケ
ア

病
棟
が
全
面
稼
働
し
ま
し
た
。
病

床
数
も
２
床
か
ら
15
床
に
増
加
し
、

一
人
一
人
の
患
者
に
、
よ
り
手
厚

く
治
療
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
他

の
病
院
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
も

受
け
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
が
ん
治
療
の
３
本
柱
で
あ
る
、

手
術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療

も
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、
こ
れ
ま

で
前
立
腺
が
ん
の
み
で
し
た
が
、

新
た
に
中
央
病
院
で
も
保
険
適
用

と
な
っ
た
直
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、

増
え
る
心
臓
病
治
療
件
数

地
域
と
の
連
携
を
強
化

問
い
合
わ
せ
先

県
立
中
央
病
院
総
務
企
画
課
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香
川
県
立
中
央
病
院

中央病院の先進的医療
中央病院は、さまざまな先進的な
医療を提供しています。

感染症病棟の開設
  　エボラ出血熱やペストなど、第１種感染症に対応する県内唯一
　の施設
IBD（炎症性腸疾患）センター
  最近増加している炎症性腸疾患を総合的に診療する医療チーム

リンパ浮腫外来
  がん治療後のリンパ浮腫の治療
骨粗鬆症対策チーム
　骨を強くして骨折の予防を図る、地域の医療機関と
連携した医療チーム

結節性硬化症診療連携チーム
  　難病の結節性硬化症に対応する診療科を横断した
連携チーム

在宅腹膜透析
  血液透析ではなく、腹膜を用いて自宅で行う透析

県立中央病院　
先進的医療の今

特集

こつ　そ　しょう

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、地
域
の
大
会
か
ら
全
国
大

会
、国
際
大
会
ま
で
幅
広
い
レ
ベ
ル
の
競
技
に

応
え
る
ほ
か
、気
軽
に
体
を
動
か
し
た
り
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
場

と
し
て
も
使
え
ま
す
。そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

M
I
C
E（
会
議
や
展
示
会
な
ど
）の
利
用
な

ど
を
通
じ
て
、香
川
の
魅
力
や
活
力
の
源
と
な

る
交
流
推
進
の
機
能
も
果
た
し
ま
す
。

　
収
容
人
数
は
最
大
約
1
万
人
。中
四
国
最

大
級
で
、メ
イ
ン
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
ほ
か
、

武
道
施
設
を
兼
ね
た
多
目
的
ル
ー
ム
な
ど
も

あ
り
、単
独
で
も
一
体
で
も
組
み
合
わ
せ
次

第
で
用
途
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
観
客
席
上
部
に
壁
を
設
け
な
い
こ
と
で
、ア

リ
ー
ナ
内
外
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、ア
イ
デ
ア
次
第
で
幅
広
い
使
い

方
が
で
き
る
交
流
エ
リ
ア
を
設
け
ま
す
。

　
新
し
い
発
想
の
こ
の
エ
リ
ア
は
、イ
ベ
ン

ト
時
に
は
ロ
ビ
ー
や
通
路
に
な
り
、関
連
す

る
催
し
や
物
販
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。海
を

望
め
る
北
側
は
、単
独
で
使
う
こ
と
も
で
き
、

カ
フ
ェ
を
開
き
、イ
ベ
ン
ト
が
な
い
時
も
県

民
が
集
い
、憩
え
る
場
所
と
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
対
応
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
の
競
技
に
よ
っ
て
専
用
の
木
製
床

を
敷
き
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
M
I
C
E
利
用
を

想
定
し
て
、
必
要
な
天
井
高
、
天
井

荷
重
を
確
保
し
、
キ
ャ
ッ
ト
ウ
オ
ー

ク
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
各
2
面
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

1
面
が
取
れ
ま
す
。床
は
木
製
で
、主

要
な
屋
内
競
技
に
対
応
で
き
、14
㍍
の
天
井

有
効
高
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
柔
道
や
剣
道
3
面
が
確
保
で
き
、公
式
競

技
が
開
催
で
き
ま
す
。床
は
武
道
用
の
木
製

床
、天
井
の
有
効
高
は
5
・7
㍍
。主
要
な

武
道
競
技
に
対
応
で
き
ま
す
。

　
少
人
数
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
、M
I
C
E
時
の
分
科
会
会
場
な
ど
も
想

定
し
、可
動
間
仕
切
り
で
3
分
割
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
完
成
は
２
０
２
３
年
度
、建
設
工
事
費
は

約
1
8
2
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
頂
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
機
能
性
や
利
便
性
、

工
事
費
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
利
用
し

や
す
く
、
魅
力
あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
林
立
す
る
ビ
ル
群
の
中
で
高
さ
を
抑
え
た

曲
線
で
構
成
し
た
建
物
は
、陸
か
ら
見
て
も

海
か
ら
見
て
も
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
、控

え
め
な
が
ら
香
川
ら
し
い
穏
や
か
な
風
景
を

つ
く
り
ま
す
。こ
れ
に
引
か
れ
、人
々
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
県
民
に
開
か
れ
た
空
間
を
目

指
し
ま
す
。

　
ど
こ
か
ら
で
も
近
づ
き
や
す
い
ア
ク
セ
ス

を
確
保
し
、周
遊
も
楽
し
め
ま
す
。車
い
す
の

方
や
授
乳
す
る
方
、高
齢
者
・子
ど
も
た
ち

へ
の
対
応
も
忘
れ
な
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
4
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

3
面
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
2
面
が
確
保
で
き
、
室

内
で
行
わ
れ
る
主
要
な
競
技
は
、
い
ず
れ
も

O
K
。
床
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク

で
の
機
材
の
搬
入
も
大
丈
夫
。
さ
ま
ざ
ま
な

新県立体育館基本設計まとまる
多彩な用途、景観への調和が特徴
　サンポート高松に整備を計画している新県立体育館の基本設
計が昨秋まとまり、11月定例県議会で報告しました。年間10万人
が利用していた旧館の閉館に伴い、香川が県を代表する体育館を
失って5年、多彩な利用が可能な多目的アリーナとして生まれ変わ
ります。県民待望の新館は、どんな体育館なのか。基本設計の特
徴を紹介します。これから進める実施設計の中で、さらに利用しや
すく魅力ある施設となるよう努めます。

メインアリーナ（交流エリア）

イメージ

イメージ

メインアリーナ

イメージ

建築・延床面積　 　20,461平方㍍・30,019平方㍍
階　　層　　　　　アリーナレベル・交流エリアレベル・観客席
構造形式　　　　　鉄骨造、鉄筋コンクリート造／杭基礎
施設構成　         　メインアリーナ 5,024席 サブアリーナ1,032席
　　　　　　　　　武道施設兼多目的ルーム 315席 ※車いす設置スペース有
駐車場・駐輪場　　　一般自動車用 100台、自転車用 525台　など

（固定席数）

新
体
育
館
の
特
徴

　
施
設
の
概
要

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
い

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

武
道
施
設
兼
多
目
的
ル
ー
ム

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

交
流
エ
リ
ア
も

景
観
と
の
調
和

検
　索

香
川
県
　
新
県
立
体
育
館
整
備
推
進
課

問
い
合
わ
せ
先

新
県
立
体
育
館
整
備
推
進
課
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香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
1
9
8
1（
昭
和
56
）年
5
月
以
前
の
旧
耐

震
基
準
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
建
物
は
、

今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
高
い
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
、大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
県
は
、
住
ま
い
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
市
町
と
連
携
し
て
耐
震
診
断
や
改
修
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
来
の
工

法
に
比
べ
、
安
価
で
短
期
間
に
施
工
が
で
き
る

低
コ
ス
ト
工
法
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
2
0
1
9
年
10
月
か
ら
は
、耐
震
診
断・

改
修
の
実
績
が
あ
る
県
内
事
業
者
の
登
録
制

度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

3
月
1
日（
日
）に
は
、住
ま
い
の
耐
震
化

に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
、講
師
が
耐
震
化

の
進
め
方
や
低
コ
ス
ト
工
法
に
つ
い
て
、分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。経
験
豊
富
な
診

断
士
に
よ
る
個
別
相
談
会
も
併
せ
て
開
催
し

ま
す
。講
座・相
談
会
の
詳
細
や
耐
震
化
へ
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、住
宅
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
麻
薬
、
覚
せ

い
剤
、
大
麻
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
は
、
一
度

使
う
だ
け
で
、

自
分
の
心
身
の

み
な
ら
ず
家
族
・
友
人
な
ど
の
第
三
者
を
傷

つ
け
、
犯
罪
に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
特
に
近
年
、
若
年
層
の
使
用
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
大
麻
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
よ

り
害
が
な
い
」
と
い
っ
た
誤
っ
た
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
と
同

じ
く
脳
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
違
法
薬
物

で
す
。

　

県
は
、毎
年
2
月
を
薬
物
乱
用
防
止
広
報

強
化
月
間
と
し
、薬
物
乱
用
の
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
て
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
親
し
い
人
に
勧
め
ら
れ
て
も
き
っ
ぱ

り
断
り
、
興
味
本
位
で
手
を
出
さ
な
い
よ
う
、

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
課
　  

☎
0
8
7（
8
3
2
）3
5
8
4

検
　索

香
川
県
住
宅
耐
震
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

問
い
合
わ
せ
先

薬
務
感
染
症
対
策
課
　☎
0
8
7（
8
3
2
）3
3
0
1

検
　索

香
川
県
　
薬
務
の
ペ
ー
ジ

検
　索

香
川
県
　
地
球
環
境
　
再
エ
ネ

問
い
合
わ
せ
先

保
健
体
育
課
　  

☎
0
8
7（
8
3
2
）3
7
6
6

検
　索

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

自立運転

通常のコンセントは
使用できません。

停電用コンセント

パワー
コンディショナー

AC100V、15A
（出力合計最大1.5kW）
までご利用いただけます。

会
　
場
　
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
参
加
無
料
・
事
前
申
し
込
み
制

日
　
時
　
3
月
1
日（
日
）

県
民
向
け
講
座
　
午
後
1
時
〜
2
時
50
分

個
別
相
談
会
　
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

讃
岐
路
を
1
万
2
千
人
が
快
走
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74
回
目
を
迎
え
る
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
2
月
2
日
（
日
）、
P
i
k

a
r
a
ス
タ
ジ
ア
ム
（
県
立
丸
亀
競
技
場
）

発
着
〜
坂
出
市
京
町
折
り
返
し
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
す
。
近
年
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
を

反
映
し
、
今
年
も
1
万
2
千
人
を
超
え
る
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
大
会
前
日
の
2
月
1
日
（
土
）
は
、
小
学

生
駅
伝
、
3
㌔
の
部
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
、

県
民
ウ
オ
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ジ
ョ
ギ

ン
グ
教
室
は
、金
哲
彦
さ
ん
、高
橋
尚
子
さ
ん
、

青
山
剛
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

　
例
年
、
国
内
ト
ッ
プ
選
手
や
有
名
外
国
人

選
手
を
招
待
し
て
お
り
、
今
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
内
定
し
て
い
る
服
部
勇
馬

選
手
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指

す
設
楽
悠
太
選
手
、
一
山
麻
緒
選
手
、
岩
出 

玲
亜
選
手
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。
走
り
や

す
い
と
評
判
の
超
高
速
コ
ー
ス
で
の
好
記
録

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
伴
い
、
2
月
2
日
午
前
10
時

20
分
か
ら
午
後
2
時
ま
で
、
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
の
で
、
沿
道
の
皆
さ
ま
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

が
進
み
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て

い
る
家
庭
や
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
有
効
に
活
用
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
停
電
時
に
は
、

自
立
運
転
機
能
を
活
用
し
て
、

一
定
の
電
源
を
維
持
で
き
ま

す
。一
方
で
、設
置
場
所
に
よ
っ

て
は
台
風
や
豪
雨
な
ど
で
水

没
・
浸
水
し
、
感
電
す
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

の
活
用
法
や
危
険
性
、
対
処
法

を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

停
電
時
の
自
立
運
転
機
能

　
停
電
時
に
、
自
立
運
転
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
１
５
０

０
㍗
ま
で
の
家
電
製
品
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
自
立
運
転
用

コ
ン
セ
ン
ト
の
位
置
を
確
認

し
、
説
明
書
で
自
立
運
転
モ
ー

ド
へ
の
切
り
替
え
方
法
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

水
没
・
浸
水
時
の
対
処
法

　
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
電
線
と

の
接
続
部
は
、
水
没
・
浸
水
時

に
接
近
ま
た
は
接
触
す
る
と
感

電
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
復
旧
作
業
な

ど
で
や
む
を
得
ず
取
り
扱
う
場
合
は
ゴ
ム

の
手
袋
や
長
靴
な
ど
を
使
い
、
感
電
の
リ

ス
ク
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　適
切
な
管
理

　
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
家

庭
や
事
業
者
は
、
設
備
の
適
切
な
設
置
・

管
理
・
廃
棄
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

発
電
設
備
の
異
常
や
破
損
な
ど
に
よ
り
、

地
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
速
や
か
に
県
・
市
町
の
担
当
課
や
地

域
住
民
の
方
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

いざという時 太陽光発電の正しい知識を

　
北
方
領
土
問
題
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
「
北
方
領
土
の
日
」
の
関
連

行
事
と
し
て
、
2
月
15
日
（
土
）
午
後
1

時
10
分
か
ら
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
で
「
み
ん
な
で
知
ろ
う
！
北
方
領
土
」

を
開
催
し
ま
す
。
全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
受
賞
者
で
あ
る
沖
縄
の
中
学
生
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
や
、
根
室
の
高
校
生
に
よ
る

出
前
講
座
、
県
内
の
中
高
生
に
よ
る
視
察

報
告
、
北
方
領
土
ビ
ン
ゴ
大
会
、
北
方
領

土
返
還
促
進
啓
発
パ
ネ
ル
展
、
さ
ら
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
と
し
て
高
松
商
業
高
校
書
道
部
の

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
展
は
、
2
月
17
日
（
月
）
か
ら
20

日
（
木
）
ま
で
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
行
い

ま
す
。
パ
ネ
ル
展
で
行

う
ク
イ
ズ
に
答
え
て
応

募
す
る
と
、正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
根
室
の
特

産
品
が
当
た
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語

北方領土問題政府広報
マスコットキャラクター
「エリカちゃん」

広
聴
広
報
課
　  

☎
0
8
7（
8
3
2
）3
8
2
0

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　  

☎
0
8
7（
8
3
2
）3
2
1
5

県
警
本
部
　
生
活
環
境
課
　 

　
　
　
　
　
　
　 

☎
0
8
7（
8
3
3
）0
1
1
0

問
い
合
わ
せ
先

2
月
7
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」で
す

2
月
7
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」で
す

返
還
へ
　
未
来
志
向
の
　
対
話
と
交
流

返
還
へ
　
未
来
志
向
の
　
対
話
と
交
流熊本地震の被害

パソコンやスマートフォンの
OS、アプリ、ウイルス対策
ソフトを最新にする
ID、パスワードは適切に
管理する
SNSやメールに記載された
URLに安易にアクセスしない

い
ち
や
ま

れ
い

あ

　
家
電
機
器
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
る
I
o
T
時
代
が

到
来
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
人
の
社
会
生
活
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
浸
透
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
金
融
機
関

や
宅
配
業
者
を
装
っ
た
偽
メ
ー

ル
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
）

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
の
不
正
送
金
に
よ
る
被
害
な

ど
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
も
年
々
増

加
し
て
お
り
、
県
内
で
も
ネ
ッ

ト
ポ
イ
ン
ト
の
不
正
取
得
や
携

帯
電
話
の
料
金
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
不
正
使
用
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
2
月
1
日
か
ら
3
月

18
日
ま
で
を
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
と
し
、
重

点
的
か
つ
効
果
的
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
複
雑
多

様
化
し
て

い
く
身
近

な
サ
イ

バ
ー
犯
罪

に
対
し
、

三
つ
の
基

本
事
項
を
「
知
る
」「
守
る
」「
続
け
る
」

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
今
や

生
活
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
被
害
に
遭
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」
の
意
識
を
持
ち
、
細
心
の
注
意
を

払
い
ま
し
ょ
う
。

1

2

3

坂出駅

丸亀駅さぬき塩屋駅

宇多津駅

飯野山
坂出JCT

坂出IC

坂出
北IC

高松
道

丸亀城

さぬき浜街道

田村東

坂出市
京町

原田西

瀬
戸
中
央
道

土
器
川

青
ノ
山
ト
ン
ネ
ル

金
倉
川

飯野山
坂出JCT

坂出IC

坂出
北IC

高松
道

丸亀城
坂出駅

丸亀駅さぬき塩屋駅

宇多津駅さぬき浜街道 折り返し点

交通規制区間

フィニッシュ

スタート地点

Pikaraスタジアム

田村東

坂出市
京町

原田西

瀬
戸
中
央
道

土
器
川

青
ノ
山
ト
ン
ネ
ル

金
倉
川

※来場者用の駐車場は
ありません。応援に
はJR丸亀駅発の無
料シャトルバスをご
利用ください。

サイバー犯罪から
身を守る三つの基本事項

住まいの耐震化に
アドバイス

県民向け講座・個別相談会県民向け講座・個別相談会

住まいの耐震化に
アドバイス

自分の身は自分で守る
サイバー犯罪に要注意サイバー犯罪に要注意
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シ
ェ
リ
コ
ッ
ト

INFO

挑戦する

　
㐧
一
衛
材
株
式
会
社
が
得
意
と
す
る

「
特
殊
吸
収
体
」
の
技
術
は
、
私
た
ち
の

身
近
な
商
品
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
性
能

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。1
9
6
5
年
創
業
、

業
界
初
の
一
体
型
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
（
中

に
吸
収
材
を
包
み
込
ん
だ
）
を
開
発
し
て

以
降
、
大
人
用
紙
お
む
つ
、
ペ
ッ
ト
用
ト

イ
レ
シ
ー
ト
な
ど
を
次
々
と
世
に
打
ち
出

し
、78
年
に
は
新
素
材
「
高
分
子
吸
収
材
」

を
使
っ
た
1
㍉
厚
の
超
薄
型
ナ
プ
キ
ン
を

発
売
し
て
業
界
を
リ
ー
ド
。
各
製
品
の
改

良
・
高
性
能
化
を
重
ね
る
傍
ら
、
食
品
の

鮮
度
を
保
つ
シ
ー
ト
や
肉
類
・
冷
凍
食
品

の
ド
リ
ッ
プ
を
吸
い
取
る
ト
レ
ー
マ
ッ
ト

な
ど
に
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
し

て
き
ま
し
た
。

　
同
社
が
掲
げ
る
環
境
保
護
の
精
神
を
象

徴
す
る
の
は
、
94
年
に
開
発
し
た
海
上
用

油
吸
着
材
で
す
。
合
成
繊
維
商
品
が
中
心

だ
っ
た
当
時
、
特
殊
な
方
法
で
牛
乳
パ
ッ
ク

を
ま
る
ご
と
粉
砕
し
「
油
は
吸
着
す
る
が

水
を
は
じ
く
」
と
い
う
性
能
を
1
0
0
％

紙
素
材
で
実
現
。
効
率
よ
く
油
を
吸
収
し
、

使
用
後
も
回
収
・
処
理
し
や
す
く
、
牛
乳

パッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
が
二
次
ご
み
に
な
っ
て
い
た
問
題
も

解
消
す
る
と
い
う
、
画
期
的
な
エ
コ
商
品
と

し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
「
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
開
発
好
き
の

ア
イ
デ
ア
マ
ン
だ
っ
た
先
代
が
唱
え
た

『
創
造
と
実
践
』
で
す
。
自
分
た
ち
の
手

で
新
し
い
も
の
を
作
り
出
し
、
新
し
い
業

態
や
販
路
を
自
ら
開
拓
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
進
ん
で
き
ま
し
た
」
と
、
代
表
取
締

役
社
長
の
星
川
光
宏
さ
ん
。

　
現
在
の
主
軸
は
「
フ
ェ
ミ
ニ
ン
」「
医
療

介
護
」「
ペッ
ト
」「
産
業
資
材
」
の
4
カ
テ

ゴ
リ
ー
8
ブ
ラ
ン
ド
。
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
シ
ー
ン
に
展
開
す
る
製
品
群
は
、
星
川
さ

ん
い
わ
く
「
す
べて
特
徴
を
持
つ
商
品
」
ば

か
り
。
毎
年
、
よ
り
多
く
の
新
し
い
も
の

を
作
ろ
う
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
現
場
に
足

を
運
び
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
役
割
も
果
た

し
な
が
ら
、
市
場
の
細
か
い
ニ
ー
ズ
を
発

掘
す
る
の
は
営
業
部
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
「
大
手
と
同
じ
こ
と
を
し
て
も
意
味
が
な

い
。私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、質
の
高
い
も
の

を
求
め
る
お
客
さ
ま
に
付
加
価
値
で
応
え
る

こ
と
」と
い
う
星
川
さ
ん
の
言
葉
は
、近
年
の

開
発
商
品
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
ま

す
。2
0
1
9
年
に
2
年
が
か
り
で
生
理
用

品
ブ
ラ
ン
ド「
C
H
E
R
I
C
O
T
」を
誕

生
さ
せ
ま
し
た
。同
社
の
強
み
で
も
あ
る

高
分
子
吸
収
材
を
あ
え
て
使
わ
ず
、綿
状

パ
ル
プ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、無
農
薬

有
機
栽
培
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
と

の
組
み
合
わ
せ
で
、冷
え
や
肌
ト
ラ
ブ
ル

に
も
配
慮
。「
布
ナ
プ
キ
ン
の
性
能
を
持
つ

紙
ナ
プ
キ
ン
」と
し
て
、優
れ
た
使
用
感
を

追
求
し
て
い
ま
す
。

　
男
性
向
け
に
は
、
排
せ
つ
時
の
衛
生
面

を
考
え
つ
つ
、
肌
ト
ラ
ブ
ル
も
防
ぐ
独
自

の
ポ
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
尿
パ
ッ
ド
を
開
発
。

使
用
者
の
尊
厳
を
大
切
に
し
て
い
る
た

め
、要
介
護
者
や
病
気
の
人
だ
け
で
な
く
、

健
康
な
人
の
加
齢
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
も

対
応
で
き
、
処
理
す
る
時
に
周
囲
を
汚
さ

な
い
商
品
で
す
。

　
衛
生
商
品
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
し
、
シ
ー

ト
に
水
を
吸
わ
せ
る
だ
け
で
す
ぐ
に
使
え
る

簡
易
土
の
う
や
、
水
害
時
の
排
水
に
使
え

る
吸
水
シ
ー
ト
と
い
っ
た
新
し

い
防
災
用
品
も
誕
生
し
ま
し

た
。
手
軽
で
省
ス
ペ
ー
ス
、
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　
「
業
界
の
中
で
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
星
川
さ
ん
。
創
業
者
の
遺

伝
子
を
受
け
継
ぐ
「
創
造
」
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。

少
数
の
切
実
な
声
に
も

手
を
差
し
伸
べ
た
い

日
常
の
中
の
特
殊
吸
収
体

私
た
ち
が
目
指
す

ニ
ッ
チ
な
も
の
づ
く
り 　フェミニンケア用品や医療・介護用

品、ペットのマナーグッズ、防災用資
材に「吸収」のノウハウを柔軟に応用。
多彩な製品を打ち出して、さまざまな
業界を刺激する、香川のものづくり企
業を紹介します。

問い合わせ先
（公財）かがわ産業支援財団 取引支援課
 ☎087ー868ー9904

23

住 所

創 業

㐧一衛材株式会社
観音寺市豊浜町和田浜1610番地の2
1965年

 

☎0875ー52ー3131
http://www.daiichi-eizai.co.jp/

星川光宏社長

他社に比べ、高負荷でもモレない高性能なおむつ（右）

牛乳パック100パーセントで作られた水をはじく油吸着
シートの中身

水に浸すとあっという間にふくらむ簡易土のうのサンプル

関西機械要素技術展の香川県ブース

　県と（公財）かがわ産業支援財団は、大手企業をはじめ多くの
企業とのマッチングを戦略的に行い、中小企業の販路開拓・受
注拡大を支援しています。
　2019年10月には、大手総合電機メーカーの三菱電機株式
会社伊丹製作所において、受注の獲得や拡大に向け、県内企業
31社が参加する商談会を開催し、県内企業の新技術や新工法
を直接アピールする場を設けました。
　同時期に、機械の部品や金属加工などのものづくり技術に
関する専門技術展である「関西機械要素技術展」にも四国の各
県と連携して出展しました。
　さらに、2月末には、幕張メッセで開催される、ものづくりに関
する日本最大の見本市である「機械要素技術展」にも香川県
ブースを設ける予定であり、県内企業10社の新技術を積極的
に提案することで首都
圏での販路開拓を目指
します。　
　今後とも、県内企業の
具体的な取引拡大につ
ながるよう、マッチング
機会の創出やサポート
の充実に取り組みます。

企業間のマッチング支援

（問い合わせ先）産業政策課　ものづくり振興グループ
高松市番町四丁目１番10号東館６階　☎087ー832ー3351
sangyo@pref.kagawa.lg.jp

だい
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芸術祭の舞台を
訪ねて

瀬戸内の瀬戸内の
恵み恵み

さぬきマルシェinサンポート
　２月のテーマは「発酵」。みそやこうじ、ビール、
パンなど、話題の発酵食品を提供します。

　瀬戸内国際芸術祭の舞台の一つである高松港は、小豆島や直島、豊島、女
木島、男木島、大島などの島々にアクセスできる「瀬戸内海の玄関口」です。
高松駅からも近く、港周辺にはアート作品を常に展示しています。毎月サン
ポートで開催している「さぬきマルシェ」は、県産にこだわった旬の食材や加
工食品を生産者が直接販売します。

　さぬきマルシェは、県産にこだわり、香川県ら
しい食や工芸、生産者、飲食店などの魅力を伝
えるため、2011年にスタートし、毎月第1日曜
日に開催しています。月ごとにテーマを決めて
さまざまな食文化を紹介しています。地元の採
れたて食材や加工品が買えるだけでなく、生産
者と直接会話しながら、おいしい食べ方を提案
してもらえるのも魅力です。２月のテーマは「発
酵マルシェ」です。

　坂出市の吉田製パン所は、さぬきマルシェが
スタートした2011年から毎月出店している老
舗パン屋です。姉妹店のトラパーニと共に揚げ
たてドーナツや調理パンなど、バラエティーに
富んだ30～40種類のパンを販売します。2月
の発酵マルシェでは、定番の商品に加え、地元
で採れた金時ニンジンを使ったパン、甘酒を練
り込んだパンなどの新商品も登場します。

高松
港（高松市サンポート）

毎月テーマを決めて開催

旬の食材を生かしたパンを提供

　瀬戸内の島々と四国を結ぶ海上交通
の要所。港に隣接する「北浜ally（ア
リー）」は、カフェや雑貨店などが立ち並
ぶ若者の人気スポットです。

さぬきマルシェ（高松港）　さぬきマルシェ（高松港）　

２月２日（日）午前10時～午後３時日　時

場　所 サンポート高松シンボルタワー　西側通路
問い合わせ先 県産品振興課　☎087－832－3383
詳しくは さぬきマルシェ 検　索

ボランティア・NPOコーナー
かがわ共助のひろば

　映画・映像による地域文化の振興と香川
の活性化を目的に、2006年から開催してい
る「さぬき映画祭」を今年も開催します。
　14年目を迎えた今年は、映画祭と共に
成長し香川の映画・映像文化の担い手と
して活躍している監督作品の上映や、香
川でロケが行われた作品の上映など、とこ

香川ファイブアローズ2月試合日程

問い合わせ先 交流推進課　☎087－832－3055
※試合日程などは変更になる場合があります。　

1日（土）午後6時

15日（土）午後6時

29日（土）午後6時

16日（日）午後1時

2日（日）午後1時

日　　時 対戦相手 会　　場

西宮ストークス

熊本ヴォルターズ

土庄町総合会館
フレトピアホール

福島ファイヤーボンズ
高松市総合体育館

2月29日(土)・3月1日(日) 
午前9時30分～午後4時 

日　時

会　場 サンメッセ香川大展示場 (高松市林町) 

　花き品評会の出展
作品の展示や、花や盆
栽などの即売のほか
「フラワーアレンジメン
ト」や「こけ玉づくり」
などの園芸教室といっ
た楽しいコーナーが盛
りだくさん。イベントス
テージでは、県内の高
校生による「高校生花いけバトル」や、来場者も参加できる
「みんなで花いけバトル」を開催。　

　七福神にちなんで7種類以上の香川
の食材を使って作った恵方巻き・恵方
ロールを県内の飲食店、和洋菓子店で
予約販売中。今年は、タコ、イカ、アナ
ゴなど瀬戸の地魚を使った恵方巻き
「海の幸」が新登場です。
　さらに、同じく新
登場の和のバリエー
ションを加えた各店
オリジナルの恵方
ロール16種も販売。
　節分は、香川の食
の魅力をおいしく、丸かぶり！

問い合わせ先 農業生産流通課　☎087－832－3419
詳しくは さぬきの農産物応援団 検　索

フラワーフェスティバルかがわ さぬきまるごと恵方巻＆
さぬき恵方ロール

問い合わせ先 県産品振興課　☎087－832－3385
詳しくは さぬきうまいもん 検　索

とん「さぬき」にこだわったラインナップ
でお送りします。
　ほかにもトークイベントや、ワークショッ
プ、ショートムービーコンペティションな
ど、多彩なコンテンツをご用意しています
ので「さぬき映画祭2020」をぜひ会場で
お楽しみください。

２月8日（土）・9日（日）開催日

会　場 イオンシネマ高松東、レクザムホール、情報通信交流館e-とぴあ・かがわ ほか
問い合わせ先 文化振興課　☎087－832－3785 詳しくは さぬき映画祭 検　索

さぬきまるごと恵方巻
「海の幸」

さぬき恵方ロール

新登場

男女参画・県民活動課　☎087－832－3174問い合わせ先

　かがわ共助のひろば 検　索助成や支援の情報など詳しくは

　ウェブサイト「かがわ共助のひろば」では、ボランティア・
NPO団体の皆さまが活用できる助成金や災害ボランティア
など、さまざまな情報を発信しています。イベントや団体の情
報も掲載することができますので、ぜひご活用ください。

せ　　と うち こく さい げい さい ぶ

ぎ お ぎじま じま

みなとしゅう へん

かい

せい さん しゃ せつ はん ばいちょく

さい けん さん しゅん

つね てん じ

たい しょう ど て めなおしま しま しまじゅつ

こう げい りょく

しょう とかい

はっ

さか

せ あ

と

わ だい

とう じょうこ

ねあま ざけ

しに

いで

こう

み

たか まつ こう

むす

よう りん せつ

ざっ

わかもの

てん ならか

しょ



香川県庁あての
郵便物は、

「〒760ー8570 
香川県○○課」
だけで届きます。

13 THE かがわ February 2020 12 THE かがわ  February 2020

　
２
月
25
日（
火
）　　
同
校（
琴
平
町
榎
井
）

　
募
集
定
員
／
20
名　
　
受
講
料
／
１
万
７
８

０
０
円
と
教
材
費
（
実
費
）　　
受
付
期
間
／
１

月
30
日（
木
）〜
２
月
13
日（
木
）　
選
考
方
法
／

提
出
書
類
の
審
査
、
面
接
と
適
性
試
験　

※
提

出
書
類
は
同
校
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
同
校
☎
０
８
７
７（
７
５
）１
１
４
１

①
秘
書
、消
費
生
活
相
談
、試
験
研
究
、農
場
管

理
、
職
業
訓
練
指
導
な
ど
特
定
の
知
識
、
経
験
、

資
格
が
必
要
な
業
務　
②
ダ
ム
管
理
事
務
所
、

庁
舎
等
の
宿
日
直
業
務　
③
障
害
者
対
象

　
任
期
／
４
月
１
日（
水
）〜
２
０
２
１
年
３
月

31
日（
水
）※

再
度
の
任
用（
任
期
更
新
）の
可
能

性
あ
り

　
業
務
内
容
、募
集
人
数
、受
付
期
間
、申
込
方
法

な
ど
詳
細
は
募
集
案
内
ま
た
は
左
記
Ｈ
Ｐ
参
照

募
集
案
内
配
布
場
所
／
県
庁
受
付
、
各
県
民
セ

ン
タ
ー
、県
税
事
務
所
、中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
県
人
事・
行
革
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
０
４
０

　
３
月
７
日（
土
）　
　
屋
島
少
年
自
然
の
家

（
高
松
市
屋
島
東
町
）　　
県
内
在
住
の
小
学
１

〜
６
年
生
と
保
護
者（
必
ず
同
伴
）　　
24
人
程

度（
多
数
抽
選
）　　
１
人
１
２
０
０
円
程
度

　
申
込
期
間
／
２
月
14
日（
金
）
必
着　
メ
ー
ル・

は
が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
に　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
屋
島
少
年
自
然
の
家
☎
０
８
７（
８
４
３
）４

５
４
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
４
１
）９
８
１
３

再
就
職
に
必
要
な
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
。

　
選
考
日
／
３
月
６
日（
金
）午
前
９
時

　
①
高
松
校（
高
松
市
郷
東
町
）　
②
丸
亀
校（
丸

亀
市
港
町
）　　
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指

示
ま
た
は
受
講
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

　
①
塗
装
技
術
科
10
人
、造
園
科
30
人
、住
ま
い

リ
フ
ォ
ー
ム
科
20
人
、
デ
ザ
イ
ン
科
10
人
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
科
27
人　
②
住
宅
建
築
施
工
科
15

人
、
金
属
も
の
づ
く
り
科
５
人
、
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
15
人
、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
22
人
、ビ
ル
設
備

管
理
科
10
人　
　
受
験
料
、
授
業
料
な
ど
は
無

料　

※

教
科
書
、
作
業
服
な
ど
は
自
己
負
担
３

万
円
〜
６
万
４
千
円
程
度（
各
科
で
異
な
る
）

　
申
込
期
間
／
２
月
３
日（
月
）〜
27
日（
木
）　

願
書
受
付
／
住
所
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

　
①
同
校
☎
０
８
７（
８
８
１
）３
１
７
１

　
②
同
校
☎
０
８
７
７（
２
２
）２
６
３
３

家
族
で
天
体
望
遠
鏡
の
使
い
方
の
基
礎
を
学
び
、

月
や
金
星
、冬
の
星
座
を
観
測
し
ま
せ
ん
か
。

　
３
月
７
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

予
備
日
：
３
月
８
日（
日
）　　
五
色
台
少
年
自

然
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
生
島
町
）　　
家
族
（
グ

ル
ー
プ
）　　
５
家
族（
グ
ル
ー
プ
）（
多
数
抽
選
）

　
無
料　
　
２
月
15
日（
土
）〜
22
日（
土
）消

印
有
効　
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
申
請･

届

出
サ
ー
ビ
ス
で
応
募

　
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７（
８
８
１
）４
４
２
８

根
香
寺
訪
問
や
植
物
観
察
を
通
し
て
郷
土
の
文

化
や
自
然
に
触
れ
ま
せ
ん
か
。

　
３
月
22
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
五
色
台
少
年
自
然
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
生
島
町
）

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、家
族

　
40
人
程
度（
多
数
抽
選
）　　
１
人
50
円（
保

険
料
）　　
２
月
22
日（
土
）〜
29
日（
土
）消
印

有
効　
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
申
請･

届
出

サ
ー
ビ
ス
で
応
募

　
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７（
８
８
１
）４
４
２
８

　
２
年
制（
２
０
２
０
年
４
月
〜
２
０
２
２
年
３

月
）年
間
26
日　
原
則
①
１
年
生（
月
）２
年
生

（
火
）　
②
１
年
生（
金
）２
年
生（
木
）　　
①
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
番
町
）　
②

中
讃・
西
讃
地
域
の
会
場
で
巡
回
実
施

　
県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上（
１
９
６
０
年
４
月
１

日
以
前
に
出
生
）
過
去
に
同
大
学
を
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
方　
　
①
１
９
２
人　
②
１
０
２
人　

※

多
数
抽
選　
　
２
万
５
千
円
／
年（
２
年
間
で

５
万
円
）　　
受
付
期
間
／
２
月
１
日（
土
）
〜

29
日（
土
）　※

消
印
有
効　
詳
細
は
H
P
参
照

　
（
公
財
）か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
長
寿
社
会
部

〒
７
６
０―

０
０
１
７
高
松
市
番
町
一
丁
目
10

番
35
号 

☎
０
８
７（
８
６
３
）０
２
２
２

日
本
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
日
を
記
念

し
て
開
催
。風
景
と
自
然
を
楽
し
も
う
。（
行
程
約

９
㌔
、高
低
差
約
３
０
０
㍍
、歩
き
や
す
い
靴
で
）

　
３
月
15
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

高
松
市
屋
島
西
町　

集
合　
　

１
２
５
人

（
多
数
抽
選
）　　
無
料　
　
受
付
期
間
／
２
月

21
日（
金
）
必
着  

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
県
み
ど
り
保
全
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
１
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
２
５　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
四
国
遍
路
を
解
説
付

き
で
歩
こ
う
。

　
３
月
14
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
集
合
／
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅　

※

郷
照
寺
〜
国
分
寺

（
10
㌔
以
上
歩
き
ま
す
）　　
小
学
生
以
上（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　　
20
人（
先
着
順
）　　
無
料

　
２
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）必
着  

電
話・Ｆ

Ａ
Ｘ・
メ
ー
ル
で
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
県
文
化
振
興
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
７
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
３
８

　

　
県
生
活
衛
生
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
１
７
９

歯
周
治
療・
歯
科
の
最
新
事
情
を
説
明
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。当

日
託
児
あ
り
。駐
車
可（
若
干
台
数
）。歯
科
衛
生

士
の
無
料
職
業
紹
介
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
２
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時　
　
香
川
県
歯

科
医
療
専
門
学
校（
高
松
市
錦
町
二
丁
目
）　　
再
就

職
を
希
望
す
る
歯
科
衛
生
士　
　
40
人（
先
着
順
）

　
１
月
31
日（
金
）ま
で　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
香
川
県
歯
科
医
師
会
☎
０
８
７（
８
５
１
）４
９
６
５

国
際
的
課
題
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

に
つ
い
て
、最
先
端
で
研
究
を
進
め
る
東
京
農
工

大
学
高
田
秀
重
教
授
の
講
演
や
活
動
報
告
な

ど
。
　
３
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル（
高
松
市
番
町
）　　
一般
県
民

　
１
５
０
人（
先
着
順
）　　
無
料　
　
３
月
４

日（
水
）
ま
で　

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
職
業
ま

た
は
所
属
団
体
名・
電
話
番
号
を
は
が
き・Ｆ
Ａ

Ｘ・
メ
ー
ル
で
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

申
込
用
紙
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
県
環
境
管
理
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
２
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
２
８

梅
観
茶
会
や
期
間
限
定
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
着
物
で
来
園
さ
れ
た
方
に

は
、掬
月
亭
入
亭
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
２
月
22
日（
土
）〜
23
日（
日・
祝
）
午
前
10
時

〜
午
後
２
時　
　
梅
観
茶
会 

北
梅
林

　
４
０
０
円（
抹
茶
、
生
菓
子
付
）※

天
候
な
ど

に
よ
り
、場
所
や
実
施
時
刻
の
変
更
、中
止
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

外
の
目
と
内
の
目
を
併
せ
持
つ

日
本
文
学
研
究
者
が
語
る
日
本

や
地
方
の
独
自
性
。私
た
ち
の
精

神
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
が
分
か
る
お
話
で
す
。

記
念
講
演
／
ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏

演
題
／
日
本
ら
し
さ
、地
域
ら
し
さ

　
　
　
「
ら
し
さ
」は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
か

　
２
月
11
日（
火・
祝
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松　
３
階
大
ホ
ー
ル

　
県
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
７

（
８
０
２
）５
３
１
０

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン・
渡
部
陽一さ
ん
、落
語
家・
笑
福

亭
学
光
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
開
催
。

　
２
月
29
日（
土
）午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松　
第
１
小
ホ
ー
ル

　
３
０
０
人（
先
着
順
）　　
２
月
26
日（
水
）
必

着　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

明
記
し
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
県
環
境
政
策
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
２
７

全
て
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
補
給
場
所
）
が

う
ど
ん
店
と
い
う
異
色
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
。

　
３
月
６
日（
金
）午
後
３
時
〜
６
時
30
分

　
７
日（
土
）午
前
７
時
〜
午
後
６
時
30
分

　
大
型
テ
ン
ト
広
場　
ほ
か　

　
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ・
ウ
ル
ト
ラ
う
ど
ん
マ
ラ
ニ
ッ
ク

実
行
委
員
会
☎
０
８
０（
５
５
９
９
）２
２
０
０

ロ
ハ
ス
的
な
活
動
が
地
域
に
定
着
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
３
月
14
日（
土
）〜
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
５
時　
　
大
型
テ
ン
ト
広
場

募
　
　
集

テ
ー
マ
／
人
工
知
能
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
技
術
革
新
の
可
能
性　

講
師
／
東
京
大
学
教
授　
坂
田一郎
氏

　
３
月
１
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

　
香
川
県
歯
科
医
療
専
門
学
校（
高
松
市
錦
町
）

　
２
０
０
人（
先
着
順
）　　
２
月
24
日（
月・
振
休
）必

着　
参
加
者
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
（
公
社
）香
川
県
歯
科
医
師
会
☎
０
８
７（
８
５

１
）４
９
６
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
２
２
）４
９
４
８

重
度
障
害
者
の
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
講
演
、実
践
報
告
。

　
３
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
福
祉
セ

ン
タ
ー（
高
松
市
田
村
町
）　　
当
事
者・
家
族
、

企
業
、支
援
関
係
者
な
ど　
　
60
人（
先
着
順
）

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
左
記
へ　
Ｆ
Ａ
Ｘ・
郵

送
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
も
受
付
可

　
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７（
８
６
７
）７
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
６
７
）０
４
２
０

県
立
中
央
病
院
で
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
に

関
す
る
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
２
月
11
日（
火・
祝
）午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　
同
病
院
１
階
講
堂（
高
松
市
朝
日
町
）　　
不
要

　
同
病
院
地
域
医
療
連
携
課（
担
当
／
山
本
）

☎
０
８
７（
８
１
１
）３
３
３
３

　
３
月
23
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
県
庁　
北
館
４
階
４
０
３
会
議
室（
高
松
市

番
町
）　　
受
講
資
格
／
ふ
ぐ
処
理
師

　
４
千
円（
県
証
紙
）

　
２
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）消
印
有
効　
案

内
配
布
場
所
／
県
内
の
各
保
健
福
祉
事
務
所
、

小
豆
総
合
事
務
所
、高
松
市
保
健
所

県
会
計
年
度
任
用
職
員（（
旧
）嘱
託
員
）

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番
「
英
雄
」
変
イ
長
調
Ｏｐ
．

53
、舟
歌 

嬰
ヘ
長
調
Ｏｐ
．60（
シ
ョ
パ
ン
）ほ
か

　
２
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時

30
分
開
場
）　　
小
ホ
ー
ル　
　
全
席
指
定　

一般
４
千
円
、高
校
生
以
下
１
千
円

　
１
月
30
日（
木
）
〜
４
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
閉

館
の
30
分
前
ま
で
）、
月
曜
休
館（
祝

日
の
場
合
は
開
館
、翌
日
火
曜
休
館
）

　
一般
３
１
０
円

確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
が
便
利
で

す
。納
付
に
は
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
告・
納
付
期
限
】

○
２
０
１
９
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税・
贈
与
税
／
３
月
16
日（
月
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
） 

／
３
月
31
日（
火
）

【
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
日
】

○
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
／
４
月
21
日（
火
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
／
４
月
23
日（
木
）

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
　
　

　
同
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
０（
３
９
２

５
）４
９
５
０

「
小
猿
七
之
助
」な
ど
落
語
５
席
。

「
三
味
線
漫
談
」も
お
楽
し
み
に
。

　
２
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時

開
場
）　　
情
報
通
信
交
流
館
（ｅ―

と
ぴ
あ
・

か
が
わ
）　　
無
料　
　
不
要

　
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
開
発
☎
０
８
７（
８
２
２
）１

７
０
７

フ
ォ
ト
シ
ョッ
プ
＆
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ン
を
動
画
と
ラ
イ
ブ
講
座
で
学
び
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
講
座
２
月
９
日（
日
）ほ
か
８
回（
４
月

ま
で
）　　
情
報
通
信
交
流
館（ｅ―

と
ぴ
あ・
か

が
わ
）　　
各
講
座
10
人（
多
数
抽
選
）

　
無
料　
　
申
込
期
間
／
２
月
７
日（
金
）ま
で

※

お
申
し
込
み・
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
同
館
☎
０
８
７（
８
２
２
）０
１
１
１

高
松
常
磐
町
商
店
街
に
工
作
や
木
の
お
も
ち
ゃ

な
ど
の「
あ
そ
び
」を
持
っ
て
出
向
き
ま
す
。

　
２
月
２
日（
日
）午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　
高
松
常
磐
町
商
店
街（
マ
チ
カ
ド・
プ
ラ
ザ
、

ト
キ
ワ
一
丁
目
、常
磐
倶
楽
部
）

　
ど
な
た
で
も　
　
無
料　
　
当
日
受
付

大
学
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
親
子
遊
び
の
広
場
。

　
２
月
23
日（
日・
祝
）①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　
　
こ
ど
も
劇
場

　
ど
な
た
で
も　
　
子
ど
も
50
人
と
そ
の
保
護
者

　
無
料　
　
当
日
受
付

協
力
／
香
川
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
コ
ー
ス

屋
内
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
、一
時
休
館
中

で
す
。屋
外
の
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
東
西
ウ
イ

催
　
　
し

か
が
わ「
里
海
」
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

屋
島
で
春
を
探
そ
う

高
等
技
術
学
校
４
月
入
校
生

天
体
望
遠
鏡
教
室

講
　
　
座

が
ん
ゲ
ノ
ム
市
民
公
開
講
座

「
建
国
記
念
の
日
」
を
祝
う

県
民
の
集
い

ン
グ
の
遊
具
は
、通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

２
月
14
日（
金
）か
ら
は
１
階
の
工
房
、ス
ペ
ー
ス

シ
ア
タ
ー
、２
階
の
展
示
な
ど
が
利
用
可
能（一部

は
利
用
制
限
）
に
な
り
、
３
月
１
日（
日
）
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
同
施
設
ま
た
は
県
子
ど
も
政
策
課
☎
０
８
７

（
８
３
２
）３
２
８
２

高
松
市
出
身
の
洋
画
家
、
猪
熊
弦一郎
の
色
と
形

に
ま
つ
わ
る
所
蔵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
５
月
10
日（
日
）ま
で　

※

１
〜
３

　
常
設
展
示
室
２　
　
一般
４
１
０
円
、
前
売・

団
体（
20
人
以
上
）３
３
０
円

日
本
文
化
の
精
華
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
書

と
と
も
に
、
戦
後
日
本
を
象
徴
す
る
比
喩
的
な

絵
画
表
現
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
探
り
ま
す
。

　
１
月
25
日（
土
）〜
３
月
22
日（
日
）　※

１
〜
３

　
一般
４
１
０
円
、
前
売・
団
体（
20
人
以
上
）３

３
０
円

現
在
、チ
ケ
ッ
ト
入
手
が
困
難
な
落
語
家
の
一
人・

春
風
亭一之
輔
の
独
演
会
で
す
。

　
２
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時

30
分
開
場
）　　
小
ホ
ー
ル　
　
全
席
指
定 

４

２
０
０
円　
出
演
／
春
風
亭一之
輔

試
　
　
験

農
業
大
学
校
就
農
準
備
研
修
Ⅰ
期
生

〈
４
カ
月
研
修（
４
月
〜
７
月
）〉

HP
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
福
祉
セ
ン
タ
ー
検
　索

栗
林
公
園
梅
ま
つ
り

HP
五
色
台
少
年

検
　索

ウ
ル
ト
ラ
う
ど
ん
マ
ラ
ニ
ッ
ク
２
０
２
０

HP

香
川
県
非
常
勤
職
員
採
用
情
報

検
　索

早
春
の
遍
路
道
を
歩
こ
う

特
別
ふ
ぐ
処
理
講
習

歯
科
衛
生
士
の
復
職
を
応
援

※
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
は
入
園
料
無
料（
住
所・

年
齢
を
証
す
る
も
の
が
必
要
）

問

料

申 時所

対

数

問

申

時所数問 申 時所

対数

問 時所

問

料申 時所

対

問 申 時

所

対

数

料 時

所

問 時所

料 対

数

HP

香
川
県
歯
科
医
師
会

検
　索

ロ
ハ
ス・パ
ー
ク
高
松

時

申

HP

香
川
県
立
高
等
技
術
学
校

検
　索

※
２
月
の
開
園
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時
30
分

こ
う   

く
う

か
が
わ
長
寿
大
学 

①
高
松
校　
②
西
校

四
国
遍
路
体
験
ウ
ォ
ー
ク

HP
五
色
台
少
年

検
　索

HP
か
が
わ
長
寿
大
学

検
　索

　
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L
・
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド

HP

　

 

問
い
合
わ
せ
先

問

　

 

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

E

　

 

参
加
料

料

　

 

申
込
期
間
・
申
込
方
法
・
申
込
先

申
　

 

日
時

時

　

 
場
所

所

　
 

対
象

対

　

 

募
集
人
数

数

栗
林
公
園

高
松
市
栗
林
町
1
ー
20
ー
16
　
☎
0
8
7（
8
3
3
）7
4
1
1

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
2
ー
1
　
☎
0
8
7（
8
2
6
）2
5
5
5

屋
島
ウ
ォ
ー
ク

歯・口
と
全
身
に
関
す
る

医
療
連
携
推
進
事
業
講
演
会

HP
か
が
わ
の
里
海
づ
く
り

検
　索

HP

香
川
県
歯
科
医
師
会

検
　索

HP

栗
林
公
園　

う
ど
ん
県
旅
ネ
ッ
ト

検
　索

Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２（
コ
ツ
コ
ツ
）削
減

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０
in
か
が
わ

HP
コ
ツ
コ
ツ
削
減
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

検
　索

HP

香
川
県
立
農
業
大
学
校

検
　索

障
害
の
あ
る
方
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

在
宅
就
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

料

申

時

所

数問 申 時問

料

申 時

所対

数

問

料

申 時所

対

数問 料

申

時

所

対

数

問

料

申

時所対数

問

申

時

所

対

数

問

料

申

時所

数

問

申

時所

問

申

時所数

問

HP

屋
島
少
年
自
然
の
家

検
　索

HP

屋
島
ウ
ォ
ー
ク

検
　索

問 時所

所

HP
四
国
遍
路
体
験
ウ
ォ
ー
ク

検
　索

料
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知事に寄せられたご提言と回答のうち、代表的なものを要約して紹介します。
ほかのご提言も、県ホームページで見ることができます。

　夜間、国道や県道を自動車で走行していると突然、スーパーマーケットやパチンコ店の駐車場から無灯火の自動車が
道路に飛び出して来ることに遭遇することが多くなりました。比較的、道路照明灯が整備されている市街地の道路だけで
なく、郊外の国道や県道でも散見され、一つ間違いますと重大な交通事故に結びつくような危険な違反行為です。
　無灯火の状態で速度を上げて近づいてくる自動車を認識することは不可能であるということはもちろん、違反車両
の側からでも歩行者や自転車を発見することは難しく、交通死亡事故を誘発する要因になります。
　県警では、夕暮れ時の早めのライト点灯を呼び掛け、交通事故を減らす施策を展開されていますが、こういった重
大事故につながる夜間に無灯火で走行する自動車や二輪車の違反の積極的な摘発にも力を入れていただくようお願
いしたいです。併せて、後部の尾灯やナンバー灯が点灯していないような軽微な違反車両の取り締まりも行っていただ
きたいと思っています。香川県が安全で安心な日本でも交通事故の少ない誇れる県となるよう交通違反をなくし、交
通事故が減少するよう切に祈念してやみません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 匿名希望

車両の取り締まりについてQ

A　県警察では、交通事故の分析に基づき、県民の皆さま
にとって最も身近な危険である交通事故を防止するた
め、効果的な時間や場所を選定した交通指導取り締まり
を推進しています。
　ご指摘のあった無灯火運転や無灯火の原因となる整
備不良車の運転は、他者からの認識ができないだけで
はなく、運転者自身の周囲の安全確認にも支障を及ぼ
し、重大事故につながる危険性が高いことから、パトカー
などによる街頭活動の中で発見した場合は停止を求め、
検挙するなどの必要な措置を取っています。 問 県警本部交通指導課　☎087－833－0110

　また、香川県では、死亡事故などの重大事故が薄暮時
間帯や夜間に多いという実態を踏まえ、ドライバーに対す
る広報啓発活動として、ラジオや交通情報板、県警ホーム
ページなどを通じて「早めのライト点灯」を呼び掛けていま
す。
　今後とも、このような危険な交通違反に対する取り締ま
りはもとより、必要な広報啓発活動にも努めてまいります
ので、ご理解、ご協力をお願いいたします。

パブリック・コメント（意見公募）
県民の皆さんのご意見を県政に反映するため、計画や条例などへのご意見を募集します。 香川県　パブリック・コメント 検　索HP

高瀬川水系河川整備計画（変更）（原案）　受付期間／2月14日(金)～3月16日(月)　　河川砂防課　☎087－832－3538問

2020年度県政モニター募集　皆さんのご意見を県政に生かすため、年7回程度（任期1年）のアンケートにご協力ください。
①15歳以上の県内に在住している方
②議員、常勤の公務員でない方
③2019年度に県政モニターになっていない方
④インターネットまたは郵送で回答可能な方
400人

対 受付期間／3月5日（木）まで　※消印有効
住所・氏名（ふりがな）・性別・年代・職業・電話番号を記入し、はがきまたはFAXで下記へ
※インターネットでの回答をご希望の方は、上記ホームページからお申し込みください
※特に若年層（10～30代）の方のご応募をお待ちしています

申

問〒760－8570 広聴広報課「県政モニター」係　☎087－832－3021　FAX087－862－3000数

   
香川県　県政モニター 検　索HP

住民基本台帳ネットワークシステムに係る本人確認情報の管理及び提供等に関する事務　全項目評価書　受付期間／2月10日(月)～3月９日(月)　　自治振興課　☎087－832－3０９３問

　
２
月
25
日（
火
）　　
同
校（
琴
平
町
榎
井
）

　
募
集
定
員
／
20
名　
　
受
講
料
／
１
万
７
８

０
０
円
と
教
材
費
（
実
費
）　　
受
付
期
間
／
１

月
30
日（
木
）〜
２
月
13
日（
木
）　
選
考
方
法
／

提
出
書
類
の
審
査
、
面
接
と
適
性
試
験　

※

提

出
書
類
は
同
校
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
同
校
☎
０
８
７
７（
７
５
）１
１
４
１

①
秘
書
、消
費
生
活
相
談
、試
験
研
究
、農
場
管

理
、
職
業
訓
練
指
導
な
ど
特
定
の
知
識
、
経
験
、

資
格
が
必
要
な
業
務　
②
ダ
ム
管
理
事
務
所
、

庁
舎
等
の
宿
日
直
業
務　
③
障
害
者
対
象

　
任
期
／
４
月
１
日（
水
）〜
２
０
２
１
年
３
月

31
日（
水
）※

再
度
の
任
用（
任
期
更
新
）の
可
能

性
あ
り

　
業
務
内
容
、募
集
人
数
、受
付
期
間
、申
込
方
法

な
ど
詳
細
は
募
集
案
内
ま
た
は
左
記
Ｈ
Ｐ
参
照

募
集
案
内
配
布
場
所
／
県
庁
受
付
、
各
県
民
セ

ン
タ
ー
、県
税
事
務
所
、中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
県
人
事・
行
革
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
０
４
０

　
３
月
７
日（
土
）　
　
屋
島
少
年
自
然
の
家

（
高
松
市
屋
島
東
町
）　　
県
内
在
住
の
小
学
１

〜
６
年
生
と
保
護
者（
必
ず
同
伴
）　　
24
人
程

度（
多
数
抽
選
）　　
１
人
１
２
０
０
円
程
度

　
申
込
期
間
／
２
月
14
日（
金
）
必
着　
メ
ー
ル・

は
が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
に　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
屋
島
少
年
自
然
の
家
☎
０
８
７（
８
４
３
）４

５
４
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
４
１
）９
８
１
３

再
就
職
に
必
要
な
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
。

　
選
考
日
／
３
月
６
日（
金
）午
前
９
時

　
①
高
松
校（
高
松
市
郷
東
町
）　
②
丸
亀
校（
丸

亀
市
港
町
）　　
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指

示
ま
た
は
受
講
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

　
①
塗
装
技
術
科
10
人
、造
園
科
30
人
、住
ま
い

リ
フ
ォ
ー
ム
科
20
人
、
デ
ザ
イ
ン
科
10
人
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
科
27
人　
②
住
宅
建
築
施
工
科
15

人
、
金
属
も
の
づ
く
り
科
５
人
、
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
15
人
、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
22
人
、ビ
ル
設
備

管
理
科
10
人　
　
受
験
料
、
授
業
料
な
ど
は
無

料　

※

教
科
書
、
作
業
服
な
ど
は
自
己
負
担
３

万
円
〜
６
万
４
千
円
程
度（
各
科
で
異
な
る
）

　
申
込
期
間
／
２
月
３
日（
月
）〜
27
日（
木
）　

願
書
受
付
／
住
所
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

　
①
同
校
☎
０
８
７（
８
８
１
）３
１
７
１

　
②
同
校
☎
０
８
７
７（
２
２
）２
６
３
３

家
族
で
天
体
望
遠
鏡
の
使
い
方
の
基
礎
を
学
び
、

月
や
金
星
、冬
の
星
座
を
観
測
し
ま
せ
ん
か
。

　
３
月
７
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

予
備
日
：
３
月
８
日（
日
）　　
五
色
台
少
年
自

然
セ
ン
タ
ー
（
高
松
市
生
島
町
）　　
家
族
（
グ

ル
ー
プ
）　　
５
家
族（
グ
ル
ー
プ
）（
多
数
抽
選
）

　
無
料　
　
２
月
15
日（
土
）〜
22
日（
土
）消

印
有
効　
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
申
請･

届

出
サ
ー
ビ
ス
で
応
募

　
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７（
８
８
１
）４
４
２
８

根
香
寺
訪
問
や
植
物
観
察
を
通
し
て
郷
土
の
文

化
や
自
然
に
触
れ
ま
せ
ん
か
。

　
３
月
22
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
五
色
台
少
年
自
然
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
生
島
町
）

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、家
族

　
40
人
程
度（
多
数
抽
選
）　　
１
人
50
円（
保

険
料
）　　
２
月
22
日（
土
）〜
29
日（
土
）消
印

有
効　
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
申
請･

届
出

サ
ー
ビ
ス
で
応
募

　
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７（
８
８
１
）４
４
２
８

　
２
年
制（
２
０
２
０
年
４
月
〜
２
０
２
２
年
３

月
）年
間
26
日　
原
則
①
１
年
生（
月
）２
年
生

（
火
）　
②
１
年
生（
金
）２
年
生（
木
）　　
①
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
番
町
）　
②

中
讃・
西
讃
地
域
の
会
場
で
巡
回
実
施

　
県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上（
１
９
６
０
年
４
月
１

日
以
前
に
出
生
）
過
去
に
同
大
学
を
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
方　
　
①
１
９
２
人　
②
１
０
２
人　

※

多
数
抽
選　
　
２
万
５
千
円
／
年（
２
年
間
で

５
万
円
）　　
受
付
期
間
／
２
月
１
日（
土
）
〜

29
日（
土
）　※

消
印
有
効　
詳
細
は
H
P
参
照

　
（
公
財
）か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
長
寿
社
会
部

〒
７
６
０―

０
０
１
７
高
松
市
番
町
一
丁
目
10

番
35
号 

☎
０
８
７（
８
６
３
）０
２
２
２

日
本
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
日
を
記
念

し
て
開
催
。風
景
と
自
然
を
楽
し
も
う
。（
行
程
約

９
㌔
、高
低
差
約
３
０
０
㍍
、歩
き
や
す
い
靴
で
）

　
３
月
15
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

高
松
市
屋
島
西
町　

集
合　
　

１
２
５
人

（
多
数
抽
選
）　　
無
料　
　
受
付
期
間
／
２
月

21
日（
金
）
必
着  

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
県
み
ど
り
保
全
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
１
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
２
５　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
四
国
遍
路
を
解
説
付

き
で
歩
こ
う
。

　
３
月
14
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
集
合
／
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅　

※

郷
照
寺
〜
国
分
寺

（
10
㌔
以
上
歩
き
ま
す
）　　
小
学
生
以
上（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）　　
20
人（
先
着
順
）　　
無
料

　
２
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）必
着  

電
話・Ｆ

Ａ
Ｘ・
メ
ー
ル
で
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
県
文
化
振
興
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
７
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
３
８

　

　
県
生
活
衛
生
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
１
７
９

歯
周
治
療・
歯
科
の
最
新
事
情
を
説
明
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。当

日
託
児
あ
り
。駐
車
可（
若
干
台
数
）。歯
科
衛
生

士
の
無
料
職
業
紹
介
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
２
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時　
　
香
川
県
歯

科
医
療
専
門
学
校（
高
松
市
錦
町
二
丁
目
）　　
再
就

職
を
希
望
す
る
歯
科
衛
生
士　
　
40
人（
先
着
順
）

　
１
月
31
日（
金
）ま
で　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
香
川
県
歯
科
医
師
会
☎
０
８
７（
８
５
１
）４
９
６
５

国
際
的
課
題
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

に
つ
い
て
、最
先
端
で
研
究
を
進
め
る
東
京
農
工

大
学
高
田
秀
重
教
授
の
講
演
や
活
動
報
告
な

ど
。
　
３
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル（
高
松
市
番
町
）　　
一般
県
民

　
１
５
０
人（
先
着
順
）　　
無
料　
　
３
月
４

日（
水
）
ま
で　

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
職
業
ま

た
は
所
属
団
体
名・
電
話
番
号
を
は
が
き・Ｆ
Ａ

Ｘ・
メ
ー
ル
で
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

申
込
用
紙
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
県
環
境
管
理
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
２
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
２
８

梅
観
茶
会
や
期
間
限
定
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
着
物
で
来
園
さ
れ
た
方
に

は
、掬
月
亭
入
亭
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
２
月
22
日（
土
）〜
23
日（
日・
祝
）
午
前
10
時

〜
午
後
２
時　
　
梅
観
茶
会 

北
梅
林

　
４
０
０
円（
抹
茶
、
生
菓
子
付
）※

天
候
な
ど

に
よ
り
、場
所
や
実
施
時
刻
の
変
更
、中
止
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

外
の
目
と
内
の
目
を
併
せ
持
つ

日
本
文
学
研
究
者
が
語
る
日
本

や
地
方
の
独
自
性
。私
た
ち
の
精

神
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
が
分
か
る
お
話
で
す
。

記
念
講
演
／
ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏

演
題
／
日
本
ら
し
さ
、地
域
ら
し
さ

　
　
　
「
ら
し
さ
」は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
か

　
２
月
11
日（
火・
祝
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松　
３
階
大
ホ
ー
ル

　
県
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
７

（
８
０
２
）５
３
１
０

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン・
渡
部
陽一さ
ん
、落
語
家・
笑
福

亭
学
光
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
開
催
。

　
２
月
29
日（
土
）午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松　
第
１
小
ホ
ー
ル

　
３
０
０
人（
先
着
順
）　　
２
月
26
日（
水
）
必

着　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

明
記
し
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
県
環
境
政
策
課
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
０
６
）０
２
２
７

全
て
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
補
給
場
所
）
が

う
ど
ん
店
と
い
う
異
色
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
。

　
３
月
６
日（
金
）午
後
３
時
〜
６
時
30
分

　
７
日（
土
）午
前
７
時
〜
午
後
６
時
30
分

　
大
型
テ
ン
ト
広
場　
ほ
か　

　
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ａ・
ウ
ル
ト
ラ
う
ど
ん
マ
ラ
ニ
ッ
ク

実
行
委
員
会
☎
０
８
０（
５
５
９
９
）２
２
０
０

ロ
ハ
ス
的
な
活
動
が
地
域
に
定
着
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
３
月
14
日（
土
）〜
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
５
時　
　
大
型
テ
ン
ト
広
場

テ
ー
マ
／
人
工
知
能
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
技
術
革
新
の
可
能
性　

講
師
／
東
京
大
学
教
授　
坂
田一郎
氏

　
３
月
１
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

　
香
川
県
歯
科
医
療
専
門
学
校（
高
松
市
錦
町
）

　
２
０
０
人（
先
着
順
）　　
２
月
24
日（
月・
振
休
）必

着　
参
加
者
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
左
記
へ　

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
（
公
社
）香
川
県
歯
科
医
師
会
☎
０
８
７（
８
５

１
）４
９
６
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
２
２
）４
９
４
８

重
度
障
害
者
の
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
講
演
、実
践
報
告
。

　
３
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
福
祉
セ

ン
タ
ー（
高
松
市
田
村
町
）　　
当
事
者・
家
族
、

企
業
、支
援
関
係
者
な
ど　
　
60
人（
先
着
順
）

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
て
左
記
へ　
Ｆ
Ａ
Ｘ・
郵

送
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
も
受
付
可

　
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
７（
８
６
７
）７
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７（
８
６
７
）０
４
２
０

県
立
中
央
病
院
で
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
に

関
す
る
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
２
月
11
日（
火・
祝
）午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　
同
病
院
１
階
講
堂（
高
松
市
朝
日
町
）　　
不
要

　
同
病
院
地
域
医
療
連
携
課（
担
当
／
山
本
）

☎
０
８
７（
８
１
１
）３
３
３
３

　
３
月
23
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
県
庁　
北
館
４
階
４
０
３
会
議
室（
高
松
市

番
町
）　　
受
講
資
格
／
ふ
ぐ
処
理
師

　
４
千
円（
県
証
紙
）

　
２
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）消
印
有
効　
案

内
配
布
場
所
／
県
内
の
各
保
健
福
祉
事
務
所
、

小
豆
総
合
事
務
所
、高
松
市
保
健
所

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
６
番
「
英
雄
」
変
イ
長
調
Ｏｐ
．

53
、舟
歌 

嬰
ヘ
長
調
Ｏｐ
．60（
シ
ョ
パ
ン
）ほ
か

　
２
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時

30
分
開
場
）　　
小
ホ
ー
ル　
　
全
席
指
定　

一般
４
千
円
、高
校
生
以
下
１
千
円

　
１
月
30
日（
木
）
〜
４
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
閉

館
の
30
分
前
ま
で
）、
月
曜
休
館（
祝

日
の
場
合
は
開
館
、翌
日
火
曜
休
館
）

　
一般
３
１
０
円

確
定
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
が
便
利
で

す
。納
付
に
は
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
申
告・
納
付
期
限
】

○
２
０
１
９
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税・
贈
与
税
／
３
月
16
日（
月
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
） 

／
３
月
31
日（
火
）

【
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
日
】

○
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
／
４
月
21
日（
火
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
／
４
月
23
日（
木
）

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
　
　

　
同
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
０（
３
９
２

５
）４
９
５
０

「
小
猿
七
之
助
」な
ど
落
語
５
席
。

「
三
味
線
漫
談
」も
お
楽
し
み
に
。

　
２
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時

開
場
）　　
情
報
通
信
交
流
館
（ｅ―

と
ぴ
あ
・

か
が
わ
）　　
無
料　
　
不
要

　
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
開
発
☎
０
８
７（
８
２
２
）１

７
０
７

フ
ォ
ト
シ
ョッ
プ
＆
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ン
を
動
画
と
ラ
イ
ブ
講
座
で
学
び
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
講
座
２
月
９
日（
日
）ほ
か
８
回（
４
月

ま
で
）　　
情
報
通
信
交
流
館（ｅ―

と
ぴ
あ・
か

が
わ
）　　
各
講
座
10
人（
多
数
抽
選
）

　
無
料　
　
申
込
期
間
／
２
月
７
日（
金
）ま
で

※

お
申
し
込
み・
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
同
館
☎
０
８
７（
８
２
２
）０
１
１
１

高
松
常
磐
町
商
店
街
に
工
作
や
木
の
お
も
ち
ゃ

な
ど
の「
あ
そ
び
」を
持
っ
て
出
向
き
ま
す
。

　
２
月
２
日（
日
）午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　
高
松
常
磐
町
商
店
街（
マ
チ
カ
ド・
プ
ラ
ザ
、

ト
キ
ワ
一
丁
目
、常
磐
倶
楽
部
）

　
ど
な
た
で
も　
　
無
料　
　
当
日
受
付

大
学
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
親
子
遊
び
の
広
場
。

　
２
月
23
日（
日・
祝
）①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　
　
こ
ど
も
劇
場

　
ど
な
た
で
も　
　
子
ど
も
50
人
と
そ
の
保
護
者

　
無
料　
　
当
日
受
付

協
力
／
香
川
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
コ
ー
ス

屋
内
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
、一
時
休
館
中

で
す
。屋
外
の
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
東
西
ウ
イ

ン
グ
の
遊
具
は
、通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

２
月
14
日（
金
）か
ら
は
１
階
の
工
房
、ス
ペ
ー
ス

シ
ア
タ
ー
、２
階
の
展
示
な
ど
が
利
用
可
能（一部

は
利
用
制
限
）
に
な
り
、
３
月
１
日（
日
）
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照

　
同
施
設
ま
た
は
県
子
ど
も
政
策
課
☎
０
８
７

（
８
３
２
）３
２
８
２

高
松
市
出
身
の
洋
画
家
、
猪
熊
弦一郎
の
色
と
形

に
ま
つ
わ
る
所
蔵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
５
月
10
日（
日
）ま
で　

※

１
〜
３

　
常
設
展
示
室
２　
　
一般
４
１
０
円
、
前
売・

団
体（
20
人
以
上
）３
３
０
円

日
本
文
化
の
精
華
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
書

と
と
も
に
、
戦
後
日
本
を
象
徴
す
る
比
喩
的
な

絵
画
表
現
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
探
り
ま
す
。

　
１
月
25
日（
土
）〜
３
月
22
日（
日
）　※

１
〜
３

　
一般
４
１
０
円
、
前
売・
団
体（
20
人
以
上
）３

３
０
円

現
在
、チ
ケ
ッ
ト
入
手
が
困
難
な
落
語
家
の
一
人・

春
風
亭一之
輔
の
独
演
会
で
す
。

　
２
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時

30
分
開
場
）　　
小
ホ
ー
ル　
　
全
席
指
定 

４

２
０
０
円　
出
演
／
春
風
亭一之
輔

東山魁夷「月宵」

第
73
回
サ
ン
ポ
ー
ト
新
鮮
ら
く
ご
会

デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ラ
ボ

は
ぐ
く
み
×
カ
レ
ッ
ジ

by 

香
川
大
学 

教
育
学
部

わ
く
わ
く
児
童
館 

一
時
休
館

牛
田
智
大 

ピ
ア
ノ・リ
サ
イ
タ
ル

※
１ 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時　
※
２ 
入
館
は

閉
館
の
30
分
前
ま
で　
※
３ 

休
館
日　
月
曜
日
、 

2
月
25
日
（
火
）〜
３
月
９
日
（
月
）

第
18
回
玉
藻
寄
席

春
風
亭
一
之
輔 

独
演
会

レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）

高
松
市
玉
藻
町
9
ー
10
　
☎
0
8
7（
8
2
3
）5
0
2
3

コミュニティチャンネル（自主放送）
ケーブルテレビ

毎週木曜日午後9時54分～10時

県政テレビ

コミュニティチャンネル
（自主放送）

OHK岡山放送

知事定例記者会見
ケーブルテレビ

サン讃かがわPLUS

再放送 

※ケーブルテレビの放送日時は各局が発行する
番組表をご覧ください。 ※番組編成の都合で、
放送日時が変わることがあります。

動
く
！
あ
そ
び
パ
ー
ク
in
ト
キ
ワ
街

さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

高
松
市
香
南
町
由
佐
3
2
0
9
　
☎
0
8
7（
8
7
9
）0
5
0
0

〈
第
４
期
テ
ー
マ
作
品
展
〉
心
に
映
る
自
然

①
熱
意
の
筆
跡　
②
静
謐
の
構
図

東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

坂
出
市
沙
弥
島
字
南
通
2
2
4
ー
13
　
☎
0
8
7
7（
4
4
）1
3
3
3

〈
常
設
展
〉「
ア
ー
ト・コ
レ
ク
シ
ョ
ン

猪
熊
弦
一
郎 

色
と
形
の
遊
び
―
」

県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

高
松
市
玉
藻
町
5
ー
5
　
☎
0
8
7（
8
2
2
）0
0
0
2

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

お
し
ら
せ

HP

情
報
通
信
交
流
館

検
　索

HP
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

検
　索

HP

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

検
　索

〈
常
設
展
〉「
ア
ー
ト・コ
レ
ク
シ
ョ
ン

絵
画
と
文
字
×
比
喩
と
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